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１．はじめに

　近年、保育園では多様な文化背景を持った
子どもが増加し、その対応に戸惑う保育者は
少なくないだろう。三菱UFJリサーチ&コン
サルティングが2020年に行った全国の保育
園・子ども園を対象にした調査によれば、回
答のあった約７割近くの園が外国籍の子ども
を受け入れている１）。林（2023）によれば、
多文化保育に対する自治体による支援はまだ
十分とはいえない状況である２）。筆者がリト
ミックを行う保育園でも、外国にルーツを持
つ子どもが在園し、活動を行う中で、様々な
問題に出くわす。リトミック指導者も、活動
の補助をする保育者も、その対応に試行錯誤
しながら活動をしている。外国にルーツがあ
る園児の問題は、個々によって異なるため、
十分に対処することができないまま活動が終
わってしまうことも少なくない。リトミック
指導者が、保育園での集団における指導の中
で、異なる言葉や文化背景を持った子どもの
個性や表現力を引き出すためには、どのよう
な多文化保育に対する理解や取り組み、心構
えが必要なのだろうか。本稿では、筆者が指
導を行う保育園の、３歳児以上クラスのリト

ミックの問題事例を取り上げ、多文化保育に
おけるリトミックの問題点を整理する。そし
て、リトミックの創始者のエミール・ジャッ
ク＝ダルクローズ（1865-1950）の教育や多
様性に対する考え方や、今日の多文化保育へ
の取り組みや研究を基に、その問題解決とな
る手がかりを見つけたい。

２．外国にルーツをもつ子どものリトミッ
ク活動における問題点

　筆者が指導を行う保育園では、毎週定期的
に各クラス６～20名前後を対象に、リトミッ
クを行なっている。活動時間の内訳としては、
年少組クラス20分、年中組以上のクラスは25
分で、時間内に３～５項目の課題と活動を
行っている。外国にルーツを持つ子どもの割
合は、１クラスに平均１～２名程度と少数で
あるため、日本語で活動を行なっている。
　外国人または外国にルーツを持つ子どもが、
保育園でリトミック活動を行う上で起こりや
すい問題としては、主に「言語」と「人間関
係」が挙げられる。
　まず、言語に関しては、個人差があるもの
の、活動を行う上でハンデになっている。父
親の仕事の関係で日本に数ヶ月間滞在した外
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国人園児は、日本語を聞き話すことが全くで
きず、指導者、園児ともに意思疎通に苦労し
た。当初、園児はリトミックに参加しようと
する意思すら示さなかったが、保育者の協力
もあり、回を追うごとに参加するようになっ
ていった。指導時は簡単な英単語やジェス
チャーを使って説明し、活動中は保育者が個
別に付き添い、他の園児の活動を模倣しても
らった。言語の問題があったことにより、園
児自身がリトミックを楽しめたかは疑問では
あるが、保育者や他の園児のコミュニケー
ションの一助になったのではないだろうか。
　また、日本で生まれ育ち、日本語でのコミュ
ニケーションにほとんど問題がない外国人園
児でも、断片的に指導者の説明が理解できて
いないケースが見られる。本人が「わからな
い」と申し出れば、さらに噛み砕いて説明す
ることができるが、ほとんどの場合は十分に
理解できていないまま、周囲に合わせるか、
園児自身の解釈で行動していることが多い。
指示の仕方によっては誤解や勘違いを招き、
異なる動きをすることで他の園児とのトラブ
ルに発展している可能性もある。
　次に、人間関係に関するトラブルは、年中
以上のクラスで多く見られる。周りに配慮が
できなくなるほど活動に夢中になるあまり、
身体表現が過剰になってしまう。そのため、
一緒に活動している園児や指導者・保育者が
不快に感じてしまう場面が少なくない。例え
ば、身体の動きや力加減をコントロールしき
れず、近くで活動をしている園児にぶつかっ
てしまい、喧嘩を始めてしまう。また、人の
目を惹くために大声で叫び、動きを誇張し、
指導者を独り占めにして話しかけようとする。
これらの行動は、本人の性格や気質から来る
ものなのか、または言語理解による勘違いに

よるものなのか、判断に苦しむところではあ
る。
　一方、クラスのお手本になるような、独創
的で豊かな表現を見せることもあり、「豊かな
表現」と「過激な表現」の境界線の難しさを
感じている。保育園の集団活動でのリトミッ
クにおいては、その「違い」を「ルールに従っ
ていない」と指導者、保育者ともにネガティ
ブな行動に捉えてしまい、その結果、本人の
個性を十分に活かしきれていないことがある。
　ここで取り上げた問題は日本人の園児にも
起こりがちな問題でもあるが、外国にルーツ
を持つ園児の場合、クラスの活動が中断する
ほどの大きなトラブルに発展することが多く、
個人の性格の問題だけではなく、異なる言語
や文化、生活習慣が影響しているのではない
かと考えられる。
　指導者には外国人の子どもの性質を理解し、
多様性を肯定的に受け止め、リトミックの活
動に活かすことが求められている。

３．リトミックにおけるコミュニケーション

　多文化保育においてのリトミックでは、指
導者はどのように園児同士とコミュニケー
ションを取れば良いのだろうか。ヴァンドレ
スパーがリトミック教育の指針を示した『ダ
ルクローズのリトミック（Dalcroze Handbook』
の、第２章「リトミックにおける教育原理」
を基にその方法を検討する。
　まず、ヴァンドレスパーは、コミュニケー
ションの方法として、

　・ 聴覚によって理解される、言葉によるコ
ミュニケーション

　・ 聴覚によって理解される、音楽によるコ
ミュニケーション
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　・ 視覚によって理解される、顔の表情によ
るコミュニケーション

　・ 視覚によって理解される、身体表現によ
るコミュニケーション

　・ 文脈の中で視覚によって理解される、記
号によるコミュニケーション

　・ 触覚によって理解される、接触によるコ
ミュニケーション３）

と定義している。ヴァンドレスパーは、伝達
者のメッセージは明快に伝達されるべきであ
り、受け取る人がそれを理解できるものであ
ることに気を配らなくてはいけない、と注意
を促している４）。そして、ヴァンドレスパー
は、レッスン中に指導者が作ってしまう妨げ
の原因として、「コミュニケーションの方法の
誤った選択」と「くどくどした長すぎる説明」
を挙げている。このことから、特に外国人の
園児がいるクラスでは、わかりやすい説明を
心がけながら、顔の表情や所作にも配慮する
必要がある。
　さらに、ヴァンドレスパーは、レッスン中
に起こりうる妨害として、

　・ 強制的にレッスンに出席させられた場合
　・ 個人的な問題を抱えているような状態
　・ コミュニケーションの手段がない場合

を挙げている５）。保育園での生活の一部とし
てリトミックを行う場合、本人の意思にかか
わらず、参加している状況もあるだろう。特
に外国にルーツを持つ園児は、普段のクラス
内の人間関係においても馴染めていないこと
が多く、疎外感を持っていることが多い。そ
のため、例えばクラス内でペアを作って活動
する際に、組む相手が見つからない、好きな

人とペアになれないなど、あることがきっか
けで突然参加意欲を失ってしまい、活動を放
棄してしまうことがある。このように、普段
から潜在的にある、個人的な問題やクラス内
での問題が、リトミックの活動によって表面
化してしまい、人間関係のトラブルや、活動
の中断に発展しているのではないかと考えら
れる。
　また、言葉が理解できずにリトミックに参
加することも、外国人の園児にとっては苦痛
である。三宅（2015）の、発達障害児の音楽
授業におけるリトミックの研究によれば、発
達障害児が授業から離れてしまう原因は、不
注意や多動性、衝動性を特徴とする障害だけ
ではなく、認知の特性により内容が理解でき
ないことにも要因があり、授業に再び参加す
るきっかけは「わかる」ことであると述べて
いる。言葉の理解に起こる問題行動において
は、外国人園児にも共通しているのではない
だろうか。

４．ダルクローズと多様性

　リトミックの発案者のダルクローズは、多
様性をどのように捉えているだろうか。ダル
クローズは自身の論文「リトミックと盲人教
育」で、障がい者の感覚を高めるために、リ
トミックが重要な役割を果たすことができる
との見解を示している６）。視覚障害者にリト
ミックを行うことにより、集中力を高め、好
奇心を目醒めさせ、想像力の発展や表現を高
め、周囲との対話への願望を高めるなど、人
間のさまざまな能力を高めることができる可
能性を示している７）。当初、ダルクローズは、
リトミックを音楽専門の学生を対象に行なっ
ていたが、次第に音楽専門外の様々な年齢層
の人々や障がい者の指導を行なうようになっ
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た。リトミックは、音楽学習歴や障がいの有
無問わず、あらゆる人が参加可能の、心身と
もに能力の向上が期待できる教育法となって
いる。
　また、ダルクローズは、『音楽と人間』の「私
たちの特性」において、異なる国の思考の相
違について触れている。彼は、スイス国内で
も、フランス語圏、ドイツ語圏などの言語の
違いにより、思考や感情の大きな相違があり、
この相違が、時に日常生活において不一致を
招いている。しかし、祖国が有事の時は、そ
の相違の垣根を超えて団結し、統一感が保た
れているという。
　ダルクローズは芸術における多様性につい
て、次のように述べている。

芸術的観点から言えば、この多様性はよ
ろこばしいが、しかしある場合に、自尊
心や嫉妬が介入してしまった時など、そ
れは残念なものになってしまうかも知れ
ない。８）

　思考の相違と同様に、芸術の多様性を個性
として尊重しようとする人々がいる一方で、
その相違を理解しない人々もいる。この場合、
ダルクローズは、人種の差異が生み出す、異
なる表現にインスピレーションを得ることを
勧めている。一方で、ダルクローズは異なる
文化の対立について、

これらの対立はほとんど全て、競争心を
目覚めさせ、防衛本能を強化し、そして
私たちの思考の形式を刷新するための活
力となる反応を呼び起こすことができる。
ある家庭において、気質の違いは時には
口論を引き起しはしても、人間という存

在を平静の状態にさせて、心を再び調和
させる瞬間を心地よく受け止められるよ
うにしてくれるのと同じように、対立す
る感覚や感情の衝突も芸術家のうちに新
しいエモーションと活力を回復させてく
れるような平穏を生み出してくれる……。
教育という観点からすれば、私たちの芸
術の進展に最も幸運な影響をあたえるの
は、自分とは完全に異なる気質をもった
教師によることがしばしばある。９）

　芸術における対立や口論は、互いの異なる
思考が刺激となり、その結果、自身の思考に
新しい表現や、アイデアを生み出すことがで
きるようになると、ダルクローズは分析して
いる。園児が異なる動きを始めると、補助を
する保育者が他の園児と同じ動きをさせよう
とすることがあるが、異なる動きを「違和感」
とせず、指導者は「新しい表現」として受け
止め、クラス全体への提示に繋ぎ、活かす必
要がある。
　そして、ダルクローズは異なる民族のリズ
ム感覚について、「気候、習慣、歴史的、経済
的環境などの影響により、各々の民族の中に、
リズム間におけるある程度の相異が生まれて
いる」10）と考える。身体の造りや筋力、気質
や反応が、民族によって異なるため、それら
を基に、身体のリズムが創られる。ダルクロー
ズは、リズム感覚に特に優れた民族を選ぶこ
とは困難だとしながらも、いくつかの国々に
おいては、リズム的能力が、他の国より遅れ
ていると指摘する。しかし、彼は「この能力
は、筋肉感覚や旋回感覚ばかりでなく、神経
組織全体の状態や特定状態によって左右され
るものなのであるから、教育によって容易に
変えられると想定して差し支えあるまい」11）
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とリトミックで解決することができる考えを
示している。
　ダルクローズは、異なる考えやアイデアの
対立が、自身への刺激となり、その結果新し
い表現やアイデアを生み出すことができると
肯定的に捉えている。また、多様な人種や身
体能力差にもリトミックは適した活動である
と主張している。

５．多文化保育における子どもへの対応

　現在、保育園では子どもたちにどのように
対応しているのだろうか。ある自治体での保
育者の自由記述による調査報告によれば、子
どもが安心できるように、できるだけ同じ保
育者が個別の対応を行っているという12）。リ
トミック指導者が保育園で指導する場合、保
育者は活動の補助にあたるため、クラス担任
が１人の場合でも、クラスに外国人が少数で
あれば、個別に対応が可能である。次に、言
語コミュニケーションの問題は、イラストや
写真を使った視覚的な支援を行い、日本語を
話す際はゆっくり、時間をかけて、繰り返し、
わかりやすく話しかける配慮する必要がある。
リトミックで絵カードを使い、昆虫の単語を
発音しながら手を叩く活動を行った際、外国
人園児にカードを見せると、英語で単語を発
し、興味関心を示していた。このことから、
リトミックでも視覚的な教材は、コミュニ
ケーションをする上で役立っているといえる。
　三井ら（2018）によれば、現在の日本の多
文化保育が、「異質な言葉や文化をいかに日本
に近づけるか」という、日本語や日本文化を
中心とした方針になっているのではないかと
指摘する13）。例えば、フィンランドでは、子
どもが保育園の時から自分で物事を決め、大
人は個人を尊重する傾向がある。つまり、保

育者に限らず、大人は子どもに我慢させたり、
無理をしたりしないように配慮する14）。ヴァ
ンドレスパーも、リトミックのレッスン中に
起こりうる妨害の一つに「強制的にレッスン
に参加させられた場合」を挙げているため、
欧米では、本人が活動をやりたくない場合は
無理に参加をさせていないのではないだろう
か。最近は日本でも個人の意思を尊重する傾
向になりつつあるが、各国の教育方針や傾向
を理解することは今後の多文化保育において
必要である。

６．まとめ

　多文化保育への対策は、子どもの対応のみ
ならず、行政や自治体、外国人保護者への対
応やサポート、保育者への多文化保育に関す
る教育など、まずは環境整備を整えることが
急務である。保育園での生活の活動の一部と
して派遣されるリトミック講師は、外国人園
児への対応や、使用する歌の教材の選定を工
夫するなど、今後指導内容においても多様な
文化への対応が増えていくだろう。
　保育園でのリトミックは、お稽古事として
保護者同伴で参加するリトミックと違い、子
どもたちは保育園の活動の一部として参加さ
せられている。異国の地で、保護者が不在の
中、楽しく活動をするためには、指導者や保
育者が安心できる存在であることが重要であ
る。リトミックには音楽のみならず、言語や
顔の表情など、さまざまなコミュニケーショ
ン手段がある。言語の問題においては、イラ
ストなどを用いて視覚的な支援を行いながら、
ゆっくりと丁寧に、わかりやすい言葉で説明
すると良い。また、表情やジェスチャーにも
気を配り、言語では補いきれないコミュニ
ケーション手段を活用することが必要だ。
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　ダルクローズ自身が、多様な人々を対象に
リトミックを行なっていたことから、インク
ルーシブ教育に理解が深く、リトミックが多
文化教育に適しているといえる。そして、異
なる考えの対立の問題も、他者との「違い」
を見つめることにより、自身の新たな表現と
なることを示唆している。
　しかし、このリトミックにおける多様性の
受容と、現在の日本での多文化保育に対する
方針―日本文化習慣を軸とした教育方針、
が相容れず、結果として、個人の表現を尊重
することが、十分にできていないのではない
だろうか。現在の日本の多文化保育の基準に
合わせてリトミックを行い続けると、リト
ミックで体験できるはずの創造性や表現力が
失われてしまうのではないだろうか。そのた
め、指導者は、保育者と連携を取りながら、
幅広い視点を持って指導にあたる必要がある。
指導においては、異なるものを「異質なもの」
として捉えるのではなく、「新しいもの」とし
て捉え、指導や子どもたちの表現に活かして
いくことが必要である。
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